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 東播丹波連絡道路は、東播地域と丹波地域の連携を強
化するとともに、山陽自動車道、中国縦貫自動車道、北近
畿豊岡自動車道と一体となって広域ネットワークを形成す
る延長約３０ｋｍの地域高規格道路です。 
 国道１７５号西脇北バイパスは、東播丹波連絡道路の一
部を形成し、西脇市域と東播地域及び丹波地域へのアク
セス性の向上、西脇市域における国道１７５号の交通混雑
の緩和、交通安全の確保等を目的とした道路です。 

平成24年3月 4車供用開始 

一般国道175号 西脇北バイパス 
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至明石市

至舞鶴市

西脇北バイパス

１．事業の概要 

計画の概要・進捗状況 
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事業の目的 

交通混雑の緩和 

交通安全の確保 

区  間 

            にしわき   しも  と   だ 

（起）兵庫県西脇市下戸田                          
            にしわき        くろ  だ しょうちょうおお ふし 

（終）兵庫県西脇市黒田庄町大伏 

道路延長 5.2㎞ 

構造規格        第3種第1級 

設計速度         80km/h 

車  線  数          4車線 

標準幅員 

土工区間：60.80m 

高架区間：35.00m 

（本線部：19.25m） 

計画交通量 20,100台/日 

全体事業費 400億円 

事  業  化 平成9年度 

都市計画決定 平成10年7月 

用地着手 平成12年度 

工事着手 平成18年度 

事業進捗率 約46%(平成29年3月末現在) 

用地取得率 約96%(面積ベース、同上） 

位置図 

(単位：m) 

標準断面図  

一般国道175号 西脇北バイパス 

3.00 3.000.65 0.65

7.30

【現況（現道部）】 

てらうちきた 

寺内北 

しま 

嶋 

かみとだ 

上戸田 

かみとだみなみ 

上戸田南 

こもえきた 

蒲江北 

はたせばし 

畑瀬橋 

いたばばしひがしづめ 

板波橋東詰 

西脇北バイパス 
L=5.2km 

植
栽
帯 

副
道
部 

植
栽
帯 

副
道
部 

植
栽
帯 

副
道
部 

植
栽
帯 

副
道
部 

【土工区間】 

【高架区間】 35.00 

60.80 



一般国道9号 福知山道路 
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再評価の視点 現在の状況 備考 

事業の必要性に関する視点 

１）事業を巡る社会経済情勢等の 
変化 

前回再評価時点（H26年7月）から
大きな変化なし 

２）事業の整備効果 
前回再評価時点（H26年7月）から
大きな変化なし 

３）事業の投資効果 
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略 

前回 
全体   B ⁄ C １．１ 
残事業 B ⁄ C ２．０ 

４）事業費の変化 
前回再評価時点（H26年7月）から
変化なし 

５）地域における計画等 
前回再評価時点（H26年7月）から
大きな変化なし 

事業の進捗の見込みの視点 
進捗率（事業費）    約４６％ 
用地取得率（面積）  約９６％ 

コスト縮減や代替案立案等の 
可能性の視点 

新技術・新工法の活用などを引き
続き検討 

２．再評価の視点 一般国道175号 西脇北バイパス 



１）事業の進捗状況 
  平成２９年度事業内容 
  ・現在、調査・設計、用地買収、トンネル工事・橋梁工事等を実施しています 
  進捗状況 
  ・平成２８年度末までの進捗は、用地進捗率約９６％（面積ベース）、事業進捗率約４６％（事業費ベース）です。 
  事業進捗上の課題 
  ・大きな課題はありません 
 
２）今後の事業スケジュール等 
  ・引き続き事業を推進し、早期の開通を目指します 

３．事業進捗の見込みの視点 

4 ※用地進捗率は、H29年3月末の面積ベース 

一般国道175号 西脇北バイパス 

区間 西脇北バイパス（5.2km） 

用地 用地取得 96％ 

工事 橋梁・トンネル工事推進中 



４．関係自治体の意見 
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■兵庫県知事 

一般国道175号 西脇北バイパス 

 一般国道175号西脇北バイパスは、中国自動車道滝野社ＩＣと北近畿豊岡自動車

道氷上ＩＣを連絡する地域高規格道路「東播丹波連絡道路」の一部を形成する重要
な道路である。 

 当該区間の国道175号現道は、2車線で、交通容量（9,985台/12h）を大幅に上回
る13,708台/12hの交通量があり、西脇市中心部への入口となる上戸田南交差点及
び蒲江北交差点で渋滞が発生している。 

 また、現道の6割の区間において歩道が未整備であり、歩行者や自転車が危険な

状態にあることから、交通混雑の緩和、安全性の向上を図る西脇北バイパスの早期
整備が喫緊の課題になっている。 

 沿線では、平成29年4月、西脇北バイパス（仮）寺内ランプ隣接地に24時間対応の

消防出張所が開設された。本バイパスの完成により、現場到着時間の短縮が期待
できる。また、（仮）下戸田ランプ付近では、市役所新庁舎及び市民交流施設が平成
32年度に完成予定であり、西脇市ではこれら施設を核とした中心市街地の活性化を
図ることとしている。このため、沿線市からも早期完成の強い要望がある。 

 こうしたことから、安全で円滑な交通確保と地域の活性化に資する本バイパスの早
期供用に向けて引き続き取り組んでいただきたい。 

平成29年10月20日  土第1470号 
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会 
について（回答） 



４．関係自治体の意見 
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一般国道175号 西脇北バイパス 

◆沿線市町村の期待 

  

 

（期待する効果） 

 ①防災力、救命力の向上 

   ・国道175号の交通混雑の緩和、移動時間の短縮による災害時の防災機能の強化 

   ・沿線病院への迅速な緊急搬送による救命率の向上 

 ②産業振興、交流活動の促進 

   ・中国自動車道滝野社IC等へのアクセス向上による企業立地、物流・交流活動の拡大 

   ・アクセス向上に伴う中心市街地の活性化 

 ③安全性の向上 

   ・交通分散による国道175号の事故発生の危険性低減、高校生の通学時の安全性向上 
 

（取り組み） 

  ・寺内ランプの隣接地に西脇消防署西脇北出張所を建設（H29.4開所） 

 ・市立西脇病院の建替（H21グランドオープン） 

 ・上比延工場公園の整備（H24分譲開始、H27完売） 

 ・新たな企業誘致、観光誘客の推進 

 ・下戸田ランプ付近の中心市街地に市役所新庁舎と市民交流施設を建設（H32年度予定） 

 ・西脇北バイパスへ接続する市道上野上戸田線に歩道を整備 

 ・西脇北バイパスの必要性を周知するため積極的な住民広報を実施 

■西脇市長 



５．対応方針（原案）           

 西脇北バイパスは、事業の必要性等に関する視点に
変更はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が
妥当と判断できる。 
 引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが
適切である。 

事 業 継 続 
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一般国道175号 西脇北バイパス 





（別紙）
（再評価）

【海岸事業】

東播海岸直轄海岸保全施設整備事業 事業継続

【道路事業】

一般国道１７５号西脇北バイパス 事業継続

一般国道１７６号名塩道路 事業継続

【港湾事業】

尼崎西宮芦屋港尼崎地区国際物流
ターミナル整備事業

事業継続

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴職の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業評価監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作
成するためのものです。

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴職の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業評価監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作
成するためのものです。

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴職の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業評価監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作
成するためのものです。






